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コンプライアンス関連規程の見直し、大学ホームページでの公表

コンプライアンスハンドブックの作成・周知

コンプライアンス研修の実施等
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② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。

１）コンプライアンス関連規程の見直し
２）コンプライアンスハンドブックの作成や研修等の実施
３）大学ホームページにおいて、コンプライアンス遵守に向けた本学の取組み状況を社会一般に広く周知する。

① 目的・内容

分　類

公益通報者保護法の一部を改正する法律（令和２年法律第51号）により、公益通報者保護法が改正され、令和４
年６月１日から施行されたことを受け、本学においても、改正された公益通報者保護法に合わせて、関連規程を見
直す必要がある。そのため、令和４年度は関連規程（公益通報に関する規程、公益通報に関する調査委員会規
程）の見直しを行うとともに、公益通報受付シートを作成する。令和５年度以降は、コンプライアンスハンドブックの
作成や研修等を行い、コンプライアンス遵守に向けて教職員の意識の醸成を図る。なお、見直し等にあたっては、
必要に応じてコンサルティング会社に依頼して進めていく。また、大学ホームページにおいて、コンプライアンスの
推進に関するページを開設し、コンプライアンス遵守に向けた本学の取組み状況を社会一般に広く周知する。
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実施計画 実施報告／今後の課題

⑤ 実施計画／実施報告
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昨今のコンプライアンス事情を反映した規程へと再整
備を図る。また、学内の実行・促進体制についても点
検・検討を行い、必要に応じて第三者に評価を依頼
する。

改正された公益通報者保護法に合わせて、関連規程（公
益通報に関する規程及び公益通報に関する調査委員会
規程）の見直しを行う必要があり、12/5の合同会議で提案
を行った。改正が承認された場合は、令和５年４月１日か
ら施行予定である。
また、大学ホームページにて「コンプライアンスの推進」に
関するページを新たに開設し、コンプライアンス遵守に向
けた本学の取組み状況を社会一般に広く周知した。

★進捗段階：「実施展開」
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どのような行動が具体的に法令・各種規則・ガイドライ
ン・社会規範等に違反するかを把握するため、コンプ
ライアンスハンドブックを作成し、教職員に配付する。
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令和５年度に作成した「コンプライアンスガイドブック」
に基づき、コンプライアンスに関する意識の醸成を図
るための研修を実施する。

令和５年度は、「コンプライアンスハンドブック」の作成を進
めている。同ハンドブックは、教職員のコンプライアンス・
法令遵守等への意識向上を目的としたもので、令和５年
度中に完了する予定である。
今後は、同ガイドブックに基づき、コンプライアンスに関す
る啓蒙に取り組む必要がある。

★進捗段階：「実施展開」
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